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独
立
直
後
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
初
代
大
統
領
イ
ス
ラ
ー
ム
・
カ
リ
モ
フ
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は

「
未
来
の
偉
大
な
国
で
あ
る
」
と
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
国
民
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
溢
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
皮
肉
と
疑
問
の
こ
も
っ
た
気
持
ち
で
受
け
止
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
々
は
ソ
連
時
代
と
同
じ
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、一
九
九
○
年
代
前
半
に
タ
シ
ケ
ン
ト
の
地
下
鉄
で
酔
っ
払
い
が
「
偉
大
な
国
に
な
ら
な
く
て
も
よ

い
か
ら
、
人
間
ら
し
い
生
活
を
し
た
い
よ
」
と
叫
ぶ
の
を
見
か
け
た
が
、
ま
っ
た
く
同
感
だ
っ
た
。
最
近

の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
報
道
も
、
カ
リ
モ
フ
大
統
領
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
対
す
る
人
々
の
懐
疑
的
な
態

度
を
伝
え
て
い
る
。
あ
る
記
事
に
よ
れ
は
、
ア
ム
川
が
寒
さ
で
凍
っ
て
一
時
的
に
橋
が
使
え
な
く
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
現
地
の
人
が
「
も
う
独
立
は
う
ん
ざ
り
だ
！
ま
と
も
な
橋
の
一
つ
も
作
れ
な
い
な
ら
『
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
未
来
の
偉
大
な
国
だ
！
』
な
ん
て
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
価
値
な
ん
て
な
い
ん
だ
！
」

と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
た
。
独
立
か
ら
十
六
年
経
っ
た
今
で
も
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し

ろ
、
政
治
環
境
や
生
活
水
準
が
ソ
連
時
代
よ
り
も
悪
く
な
る
中
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
未
来
は
政
府
や
政

治
家
よ
り
も
一
般
の
人
々
の
希
望
や
努
力
に
か
か
っ
て
い
る
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
政
治
・
経
済
の
シ
ス

テ
ム
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
人
々
の
努
力
は
報
わ
れ
ず
、
明
る
い
未
来
も
な
い
と
い
う
閉
塞
感
が
あ
る
の

は
事
実
だ
が
、
一
般
国
民
の
意
識
、
政
治
に
対
す
る
姿
勢
な
ど
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
彼
ら
の
能
力
や
潜

186
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在
的
な
可
能
性
を
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
が
出
来
上
が
ら
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

国
民
は
、
自
分
た
ち
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
政
府
が
解
決
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

一
変
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
政
治
・
経
済
環
境
の
中
、
国
民
は
国
家
に
何
を
期
待
し
、
ま
た
何
を
期
待
し

て
い
な
い
の
か
。
本
章
で
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
一
般
国
民
の
国
家
に
対
す
る
期
待
お
よ
び
信

頼
を
分
析
し
て
み
た
い
。

1

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
お
よ
び
国
家
に
対
す
る
信
頼
の
変
化

ソ
連
邦
崩
壊
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
も
っ
と
も
顕
著
な
変
化
の
一
つ
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
お

よ
び
国
家
と
国
民
の
間
の
信
頼
関
係
の
変
化
で
あ
る
。

ソ
連
邦
崩
壊
は
人
々
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
圧
倒
的
な
信
頼
を
も
壊
し
た
。
ソ
連
時
代
に
生
ま
れ

育
っ
た
世
代
は
、
単
に
共
産
主
義
や
社
会
主
義
を
信
じ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
具

体
的
な
行
動
を
と
っ
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
政
治
操
作
の
道
具
で
は
な
く
、
人
生

の
方
向
性
を
明
確
に
し
、
目
標
を
定
め
る
う
え
で
重
要
な
理
念
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
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信
じ
、
人
生
を
か
け
て
そ
の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
人
は
、
疑
問
視
す
る
こ
と
な
く
そ
れ
に

従
っ
て
い
た
。
ま
た
ソ
連
時
代
は
自
分
の
た
め
だ
け
に
生
き
る
よ
り
も
、
祖
国
や
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

が
人
生
で
も
っ
と
も
重
要
な
目
標
の
一
つ
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
「
社
会
の
た
め
に
何
か
を
す
る
」
と
い
う
言
葉
は
単
な
る

抽
象
的
な
理
想
論
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
口
に
し
た
者
は
皮
肉
や
嘲
笑
の
対
象
に
な
る
。

確
か
に
、
い
ず
れ
の
考
え
方
も
極
端
で
は
あ
る
も
の
の
、
ソ
連
時
代
を
生
き
た
人
の
中
に
は
、
現
在
の
よ

う
な
資
本
主
義
的
現
実
主
義
よ
り
も
理
想
を
追
い
か
け
た
ソ
連
時
代
の
方
が
良
か
っ
た
と
い
う
人
が
少
な

く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
見
を
も
つ
の
は
、
ソ
連
邦
崩
壊
後
の
新
し
い
状
況
の
中
で
自
分
の
居
場
所
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
地
位
や
財
産
を
失
っ
た
り
し
た
人
が
多
い
が
、
よ
り
純
粋
に
「
生
き

る
た
め
に
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
嫌
う
人
も
多
い
。
彼
ら
は
、
ソ
連
時
代
の
よ
う
に
個
々
の
必
要
性
を

あ
る
程
度
満
た
し
た
う
え
で
何
か
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
を
懐
か
し
く
思
っ
て
い
る
。

彼
ら
か
ら
見
れ
ば
、
新
し
い
国
家
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
立
て
直
し
は
そ
の
よ
う
な
目
標
に
な
り
得

な
い
。
そ
の
理
由
は
複
数
考
え
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
独
立
国
家
と
な
っ
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
指
導
部

に
対
す
る
不
信
、
第
４
章
で
も
述
べ
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
、
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
・
経
済
的
困
難
に

直
面
し
て
い
る
現
状
の
中
で
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
、
自
分
の
居
場
所
が
な
い
と
い
う
実
感
か
ら
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生
ま
れ
る
疎
外
感
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
１
章
で
言
及
し
た
筆
者
の
担
任
は
そ
の
象
徴
的
な
人
で
あ
り
、
ソ
連
時
代
に
共
産
主
義
達
成
の
た
め

に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
教
育
現
場
に
人
生
を
捧
げ
た
人
だ
っ
た
。
共
産
主
義
と
ソ
連
邦
の
崩
壊
を
非
常
に

惜
し
ん
で
い
た
彼
女
は
、
最
終
的
に
は
娘
夫
婦
が
移
り
住
ん
だ
米
国
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
担
任
の
移
住

は
生
徒
だ
っ
た
筆
者
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
彼
女
が
単
に
楽
な
生
活
を
求
め
た
と

い
う
よ
り
も
、
彼
女
が
長
年
信
奉
し
て
き
た
社
会
主
義
や
共
産
主
義
の
理
想
を
捨
て
た
こ
と
を
表
し
て
い

た
気
が
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
女
の
よ
う
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
信
じ
て
き
た
人
た
ち
の
中
に
は
、
政
府

や
政
治
家
に
失
望
し
、
今
ま
で
信
じ
て
き
た
こ
と
を
断
念
し
た
人
も
少
な
く
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
は
ソ

連
と
い
う
国
家
や
共
産
主
義
に
対
す
る
失
望
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
治
理
念
に
対

す
る
無
関
心
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
。

ソ
連
邦
崩
壊
後
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
を
掲
げ
た
が
、
そ
れ
自
体
が
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
観
が
あ
る
。
か
つ
て
、
多
く
の
家
や
政
府
機
関
の
屋
根
に
は
、「
共
産
党
と

国
民
は
一
体
だ
」
と
か
「
レ
ー
ニ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
教
え
は
生
き
て
い
る
！
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
独
立
後
に
は
、「
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
は
時
代
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
！
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
代
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
な
い
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社
会
に
は
空
白
が
生
じ
、
そ
の
空
白
を
社
会
に
と
っ
て
「
望
ま
し
く
な
い
考
え
方
」（
宗
教
原
理
主
義
や
民
族

主
義
な
ど
）
が
埋
め
る
こ
と
を
恐
れ
て
、「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
愛
国
主
義
」
と
い
う
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
掲
げ
た
。
確
か
に
、
こ
れ
は
理
念
と
し
て
は
重
要
だ
が
、
国
民
か
ら
見
る
と
、
か
つ
て
の
共
産
主
義
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
さ
ら
に
わ
か
り
に
く
い
も
の
だ
っ
た
。
街
に
は
「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
未
来
の
偉
大

な
国
だ
」
と
か
「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
私
た
ち
の
国
だ
」
と
い
っ
た
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
皮
肉
や
笑
い
話
の
対
象
に
す
る
人
は
多
い
。
人
々
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
過
剰
の
政
治
に

疲
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
に
よ
る
政
治
宣
伝
は
、
人
々
の
間
で
政
府
や
政
治

に
対
す
る
懐
疑
的
な
態
度
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
加
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
・
社
会
問
題
を
抱
え
て
い
る
一
般
の
人
々
の
多
く
は
最
低
限
の
生

活
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
こ
と
に
必
死
で
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
を
考
え
る
精
神
的
・
経
済
的
余
裕
が
な
い
の

が
実
情
で
あ
る
。
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2

国
家
に
対
す
る
国
民
の
姿
勢

１
　
低
下
す
る
政
府
機
関
へ
の
信
頼

一
般
に
、
民
主
的
に
行
わ
れ
た
選
挙
の
結
果
は
、
政
府
や
政
治
家
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
ど
の
程
度

で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
独
立
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
、
選
挙
は
ま
だ
そ
の
よ
う

な
役
割
を
十
分
果
た
し
て
お
ら
ず
、
選
挙
で
人
々
の
政
府
に
対
す
る
考
え
方
、
特
定
の
政
策
へ
の
支
持
・

不
支
持
な
ど
を
は
か
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
二
○
○
三
年
お
よ
び
二
○
○
五
年
に
実
施
さ

れ
た
ア
ジ
ア
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
調
査
の
結
果
を
利
用
し
て
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
民
の
政
治
意
識
を
探
っ
て

み
よ
う
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
人
々
の
政
府
に
対
す
る
信
頼
度
は
比
較
的
低
く
、
し
か
も
低
下
傾
向
に
あ
る
。
例
え

ば
、
政
府
を
「
信
頼
す
る
」
と
答
え
た
人
の
割
合
は
、
二
○
○
三
年
に
は
一
五
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
二
○

○
五
年
の
調
査
で
は
一
割
に
も
満
た
な
い
（
九
・
○
％
）。
た
だ
し
、
政
府
を
「
部
分
的
に
信
頼
す
る
」
と
答

え
た
人
の
割
合
は
二
○
○
三
年
も
二
○
○
五
年
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
二
○
○
三
年
四
二
・
七
％
、
二
○
○
五
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年
四
三
・
九
％
）。
ま
た
、
政
府
を
「
あ
ま
り
信
頼
し
な
い
」（
同
二
六
・
一
％
、
二
九
・
五
％
）、
も
し
く
は
「
ま

っ
た
く
信
頼
し
な
い
」（
同
一
六
・
一
％
、
一
二
・
四
％
）
と
答
え
た
人
は
、
全
回
答
者
（
八
○
○
人
）
の
三
分
の

一
以
上
に
達
し
た
。
地
方
行
政
機
関
に
対
す
る
信
頼
度
も
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
地
方
行
政
機
関
を
「
信
頼

し
て
い
る
」
と
答
え
た
人
の
割
合
は
二
○
○
三
年
に
は
八
・
五
％
だ
っ
た
が
、
二
○
○
五
年
に
は
五
・
九
％

に
減
少
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
地
方
行
政
機
関
を
「
部
分
的
に
信
頼
す
る
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、

二
○
○
三
年
（
三
九
・
三
％
）
と
二
○
○
五
年
（
三
九
・
四
％
）
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

国
民
の
政
府
に
対
す
る
信
頼
度
が
低
下
し
て
い
る
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
多
く

の
国
民
は
、
政
治
参
加
の
機
会
の
不
足
や
、
国
民
の
意
見
を
考
慮
し
な
い
政
府
の
一
方
的
な
政
策
決
定
が

良
い
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
を
不
満
に
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
多
く
の
人
が
そ
の
政

策
を
「
あ
ま
り
良
く
な
い
」「
良
く
な
い
」
と
評
価
す
る
分
野
と
し
て
、
経
済
（
二
○
○
三
年
五
四
・
三
％
、
二

○
○
五
年
一
八
・
一
％
）、
汚
職
（
同
三
九
・
三
％
、
二
五
・
○
％
）、
人
権
保
護
（
同
四
六
・
○
％
、
二
五
・
八
％
）、

失
業
（
同
三
七
・
四
％
、
五
五
・
○
％
）、
犯
罪
（
同
三
六
・
九
％
、
二
二
・
九
％
）、
公
共
サ
ー
ビ
ス
（
同
四
○
・

八
％
、
一
九
・
六
％
）、
移
民
問
題
（
注
５
）（
同
三
一
・
一
％
、
二
六
・
六
％
）、
環
境
（
同
四
三
・
四
％
、
二
七
・

一
％
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
政
府
に
対
す
る
信
頼
度
の
低
さ
は
、
国
民
が
政
府
に
対
し
て
も
つ
イ
メ
ー

ジ
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
独
立
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
多
く
の
国
民
が
政
府
を
自
分
た
ち
と
無
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関
係
な
組
織
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
人
々
の
言
葉
遣
い
に
も
表
れ
る
。
人
々
は
政
府
関
係
者
や
政
府

機
関
を
「
彼
ら
」
と
呼
び
、
自
分
た
ち
と
の
距
離
を
強
調
す
る
。

国
民
と
政
府
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
他
の
国
に
も
存
在
す
る
が
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
そ
れ
が
特
に
目

立
っ
て
い
る
。
ソ
連
時
代
、
国
民
の
多
く
は
政
府
を
破
綻
し
な
い
、
裏
切
ら
な
い
機
関
だ
と
考
え
て
お
り
、

政
府
は
実
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
国
民
生
活
を
保
障
し
て
い
た
。
独
立
後
も
、
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
の
人
々
は
今
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
・
社
会
問
題
の
解
決
を
政
府
に
期
待
し
て
い
る
だ
け
に
、

政
府
が
そ
れ
に
応
え
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
失
望
も
大
き
い
。

国
民
の
間
に
こ
の
よ
う
な
信
頼
の
低
下
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
へ
の
支
持
が
一
定
程
度
存
在

す
る
の
は
、
政
府
の
政
策
の
中
に
「
非
常
に
良
い
」「
ま
あ
良
い
」
と
評
価
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、
民
族
間
対
立
へ
の
対
策
に
つ
い
て
「
非
常
に
良
い
」
と
答
え
た
割
合
は
、
二
○
○
三
年
が

一
八
・
三
％
、
二
○
○
五
年
が
一
○
・
一
％
で
、「
ま
あ
良
い
」
と
答
え
た
の
は
、
二
○
○
三
年
が
五
一
・

一
％
、
二
○
○
五
年
が
四
一
・
六
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
宗
教
に
基
づ
く
対
立
へ
の
対
策
に
つ
い
て
「
非
常
に

良
い
」
と
答
え
た
割
合
は
、
二
○
○
三
年
が
二
一
・
六
％
、
二
○
○
五
年
が
一
三
・
四
％
で
、「
ま
あ
良
い
」

注
（
５
）
こ
こ
で
言
う
移
民
問
題
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
人
口
流
出
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
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信 頼
部分的 あまり信頼 まったく
に信頼 しない 信頼しない

2003 2005 2003 2005 2003 2005 2003 2005

政　府 15.0 9.0 42.7 43.9 26.1 29.5 16.1 12.4

地方行政機関 8.5 5.9 39.3 39.4 31.8 34.4 20.3 17.6

軍 23.5 16.6 41.9 46.8 20.5 22.8 14.0 9.6

法制度 10.5 7.0 36.2 35.6 31.7 35.0 21.6 14.8

警　察 10.4 6.1 26.7 29.5 31.0 33.5 31.9 28.9

国　会 15.8 8.5 38.2 35.8 25.4 26.4 20.6 16.4

政　党 n.a. 2.4 n.a. 18.1 n.a. 24.5 n.a. 28.3

教育制度 12.3 7.6 43.8 47.1 28.0 30.3 15.8 11.4

医療制度 9.5 5.1 35.0 40.6 31.9 34.0 23.5 18.3

国内の大企業 10.4 4.3 41.6 30.8 30.3 29.1 17.8 13.3

多国籍企業 20.2 8.6 50.2 40.1 20.7 21.3 8.6 7.6

労働組合 7.2 3.1 24.2 19.3 28.4 26.5 40.3 29.3

メディア 8.1 5.5 29.7 25.6 29.3 37.4 32.8 27.3

NGO 5.7 1.9 31.2 19.0 37.8 29.4 25.3 24.3

宗教団体 15.2 8.1 41.4 32.0 19.3 22.9 24.2 16.0

国際連合 32.7 14.1 47.0 37.3 13.2 16.8 7.0 7.3

WTO 20.8 7.6 49.9 28.8 20.5 17.1 8.8 7.4

世界銀行 28.9 11.0 47.3 28.5 15.2 15.9 8.6 8.1

IMF 25.7 9.9 47.0 28.3 16.2 16.0 11.0 7.1

表7 あなたは、ここに挙げる機関や組織が、社会のために
なるという点で、どの程度信頼できますか

（出所）ウズベキスタンにおけるアジアバロメーター調査（2003年と
2005年の比較）。

（％）
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と
答
え
た
の
は
、
二
○
○
三
年
が
四
一
・
三
％
、
二
○
○
五
年
が
五
三
・
八
％
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
評
価

の
背
景
に
は
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
安
定
志
向
が
あ
る
。
ウ
ズ
ベ
ク
人
に
は
保
守
的
な
性
格
の
持
ち
主
が
多
く
、

急
激
に
行
わ
れ
る
改
革
が
も
た
ら
す
社
会
の
不
安
定
化
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
宗
教
対
立
や
民
族
紛
争
を
恐
れ
て
い
る
人
が
多
い
。
政
府
の
政
策
の
失
敗
に
対
す
る
批
判
と
、
政
府

が
平
和
を
保
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
評
価
と
が
並
存
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
政
治
的
安
定
に
対
す
る
評
価
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
経
済
政
策
な
ど
の
失
敗

か
ら
、
国
民
の
政
府
に
対
す
る
見
方
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
表
７
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。表

７
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
政
府
機
関
以
上
に
信
頼
度
が
低
い
の
は
法
制
度
、
警
察
、
国
会
、
政

党
で
あ
る
。
法
制
度
と
警
察
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
国
民
の
見
方
は
ソ
連
時
代
と
比
べ
て

も
っ
と
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。
ソ
連
時
代
に
お
い
て
も
警
察
や
法
制
度
に
対
す
る
国
民
の
見
方
は
慎
重
な

も
の
だ
っ
た
が
、
独
立
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
こ
れ
ら
の
機
関
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
は
大
き
く
低

下
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

独
立
後
、
政
府
は
治
安
維
持
を
理
由
に
警
察
官
や
秘
密
警
察
（
国
家
保
安
庁
、
ソ
連
時
代
の
国
家
保
安
委

員
会
〈
Ｋ
Ｇ
Ｂ
〉
の
後
継
）
の
職
員
を
大
幅
に
増
や
し
た
。
筆
者
の
知
人
に
言
わ
せ
れ
ば
、



「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
大
都
市
で
は
市
内
に
生
え
て
い
る
木
よ
り
も
警
察
官
の
数
の
方
が
多
い
ん
だ
。

彼
ら
の
多
く
は
地
方
出
身
の
高
卒
で
あ
ま
り
教
育
を
受
け
て
い
な
い
か
ら
、
大
都
市
に
来
て
か
ら
与
え

ら
れ
る
権
力
に
ふ
さ
わ
し
い
知
識
や
デ
リ
カ
シ
ー
を
も
っ
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
警
察
官
の
給
料
は

大
学
教
授
や
高
校
教
師
よ
り
何
倍
も
多
い
の
に
、
賄
賂
を
受
け
取
ら
な
い
警
察
官
は
い
な
い
と
言
っ
て

も
い
い
ほ
ど
だ
。」

こ
の
知
人
の
弟
は
、
タ
シ
ケ
ン
ト
に
あ
る
警
察
ア
カ
デ
ミ
ー
（
大
学
と
同
等
の
教
育
機
関
で
あ
る
）
に
入

学
し
た
が
、
入
学
直
後
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
教
員
に
お
金
を
要
求
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
表

向
き
に
は
問
題
な
い
も
の
だ
が
、
実
情
は
賄
賂
と
思
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
。
知
人
の
弟
に
よ

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
、
卒
業
後
に
良
い
ポ
ス
ト
に
就
き
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
自
分
が
払
っ

た
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
を
夢
見
て
い
る
と
い
う
。
知
人
は
、
警
察
官
の
養
成
機
関
が
そ
の
よ
う
な
あ
り

さ
ま
で
あ
れ
ば
、
卒
業
生
の
レ
ベ
ル
の
低
さ
も
容
易
に
想
像
が
つ
く
と
言
う
。

別
の
知
人
は
、
現
在
、
泥
棒
や
犯
罪
者
よ
り
も
警
察
が
一
番
怖
い
と
い
う
。
そ
の
人
は
、
親
戚
の
結
婚

式
か
ら
夜
遅
く
戻
っ
た
と
き
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。

196
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「
そ
の
夜
、
結
婚
式
は
夜
の
十
時
ご
ろ
に
終
わ
り
、
地
下
鉄
で
最
寄
り
駅
に
着
い
た
の
は
十
一
時
ご

ろ
だ
っ
た
。
私
と
妻
、
そ
し
て
二
人
の
子
供
が
一
緒
だ
っ
た
。
家
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
と
、
警
察

官
に
呼
び
止
め
ら
れ
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
ら
れ
た
。
事
情
を
説
明
し
、
結
婚
式
か
ら
の
帰
り

で
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
と
、
彼
ら
は
私
が
酒
を
飲
ん
で
い
る
の
で
信
頼
で

き
な
い
と
言
い
張
り
、
警
察
に
連
れ
て
行
く
と
脅
し
た
。
一
時
間
に
わ
た
っ
て
事
情
を
説
明
し
た
が
、

明
ら
か
に
、
彼
ら
は
身
分
証
明
書
が
な
い
こ
と
に
か
こ
つ
け
て
私
か
ら
賄
賂
を
取
ろ
う
と
し
て
い
た
。

そ
の
場
に
妻
と
子
供
が
い
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
の
日
は
何
事
も
な
く
家
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
け
れ
ど
、

一
人
だ
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
。」

こ
の
よ
う
な
話
を
聞
き
な
が
ら
、
筆
者
は
さ
ら
に
複
数
の
知
り
合
い
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
一
人
は

た
ま
た
ま
殺
人
事
件
現
場
の
近
く
を
歩
い
て
い
て
、
服
の
色
が
殺
人
犯
の
も
の
に
似
て
い
た
と
い
う
理
由

だ
け
で
警
察
に
連
れ
て
行
か
れ
、
二
日
間
拘
束
さ
れ
た
。
も
う
一
人
は
、
自
分
の
居
住
地
域
を
担
当
す
る

警
察
官
と
け
ん
か
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
警
察
官
は
事
件
を
で
っ
ち
上
げ
て
彼
を
逮
捕
し
た
。
最
終
的
に
、

彼
は
二
年
の
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
幸
い
執
行
猶
予
付
き
の
判
決
だ
っ
た
の
で
刑
務
所
に
入
ら
ず
に
す

ん
だ
が
、
彼
を
逮
捕
し
た
警
察
官
か
ら
の
嫌
が
ら
せ
は
そ
の
後
も
続
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
は
年
々
増
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え
て
お
り
、
一
般
国
民
の
警
察
に
対
す
る
信
頼
も
期
待
も
低
下
し
て
い
る
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
議
員
や
政
党
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
多
く
の
国
民
は
、
議
員
の
会

議
中
の
無
責
任
な
発
言
や
、
居
眠
り
し
て
い
る
姿
を
見
て
が
っ
か
り
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
議
員
に
対

す
る
信
頼
度
は
ソ
連
時
代
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
か
っ
た
。
共
産
党
本
部
が
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
を
決
め
、

議
会
は
そ
れ
を
正
当
化
す
る
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
独
立
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
い

て
も
、
そ
の
よ
う
な
議
会
の
役
割
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。
共
産
党
の
代
わ
り
に
大
統
領
府
が
法
律
の
草
案

を
作
成
し
、
議
会
は
そ
れ
を
承
認
す
る
だ
け
だ
。
な
お
、
二
○
○
五
年
ま
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
議
会
は

一
院
制
で
、
議
員
数
も
二
五
○
人
だ
っ
た
。
そ
れ
が
二
○
○
五
年
に
上
院
と
下
院
に
分
か
れ
（
厳
密
に
言
え

ば
、
上
下
院
の
初
め
て
の
選
挙
は
二
○
○
四
年
十
二
月
〜
二
○
○
五
年
一
月
に
行
わ
れ
て
い
る
）、
議
員
数
は
わ

ず
か
な
が
ら
減
っ
た
（
上
院
は
一
○
○
議
席
、
下
院
は
一
二
○
議
席
）。
多
く
の
国
で
議
員
数
が
減
ら
さ
れ
て

い
く
中
、
議
員
の
役
割
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
そ
の
数
を
維
持
し
、
新
た
に
上
院
と
下
院

を
作
る
と
い
う
決
定
は
国
民
か
ら
冷
や
や
か
な
目
で
迎
え
ら
れ
た
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
国
家
機
関
で
働

き
、
国
の
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い
る
人
の
間
に
も
似
た
よ
う
な
評
価
が
あ
る
。
あ
る
官
僚
に
よ
れ
ば
、

「
二
院
制
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
法
律
決
定
過
程
が
民
主
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
よ
り
民
主
的
な

も
の
に
す
る
た
め
、
に
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
れ
が
大
統
領
の
権
力
を
強
め
る
こ
と
に
な
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り
、
国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
と
い
う

結
果
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
」
の
で

あ
る
。

２
　
国
民
の
政
治
参
加

国
民
の
政
治
に
対
す
る
姿
勢
を
は
か

る
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
人
々
の
政
治

参
加
の
パ
タ
ー
ン
を
追
跡
す
る
こ
と
で

あ
る
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
社
会
に
お
い

て
は
、
国
民
の
政
治
参
加
に
は
課
題
が

多
い
。
例
え
ば
、
選
挙
へ
の
参
加
の
程

度
と
、
人
々
が
そ
れ
に
ど
れ
だ
け
意
義

を
見
い
出
し
て
い
る
の
か
に
関
す
る
質

問
（
ア
ジ
ア
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
調
査
）
を
取

国政選挙

毎回投票 だいたい 時々 めったに
する 投票する 投票する 投票しない

2003 47.4 15.8 13.6 10.3 11.9

2005 45.3 13.8 13.9 12.4 14.1

地方選挙

2003 41.4 16.3 15.0 10.3 16.1

2005 42.9 15.1 13.4 11.8 16.5

表 8 あなたはここに挙げる選挙にどれくらいの頻度で
投票に行きますか

（出所）ウズベキスタンにおけるアジアバロメーター調査（2003年、
2005年）。

（％）

選挙権はある
が投票したこ
とがない
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り
上
げ
て
み
よ
う
（
表
８
）。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
、
国
民
の
圧
倒
的
多
数
が
選
挙
に
参
加
し
た
と
発

表
す
る
。
世
論
調
査
で
は
、
回
答
者
の
五
割
程
度
（
二
○
○
三
年
で
四
七
・
四
％
、
二
○
○
五
年
で
四
五
・
三
％
）

が
「
毎
回
」、
一
割
弱
（
同
一
五
・
八
％
、
一
三
・
八
％
）
が
「
だ
い
た
い
国
政
選
挙
に
参
加
す
る
」
と
回
答
し

た
。
こ
の
両
者
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
七
割
近
く
（
二
○
○
三
年
で
六
三
・
二
％
、
二
○
○
五
年
で
五
九
・
一
％
）

に
達
す
る
も
の
の
、
こ
れ
は
政
府
発
表
よ
り
も
か
な
り
低
い
数
字
で
あ
る
。

投
票
率
が
比
較
的
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
割
以
上
の
人
が
、「
自
分
の
よ
う
な
一
般
人
が
政
治
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
」
と
答
え
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
と
し
て
、
人
々

の
多
く
（
七
二
・
二
％
）
は
、「
政
治
家
は
選
挙
が
終
わ
れ
ば
有
権
者
の
こ
と
を
忘
れ
る
か
ら
」
と
説
明
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、「
自
分
の
一
票
は
選
挙
に
お
い
て
重
要
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
方
に
、「
強
く
賛
成
」

（
一
六
％
）
ま
た
は
「
部
分
的
に
賛
成
」（
三
三
・
三
％
）
す
る
人
は
全
体
の
五
割
近
く
に
上
っ
て
い
る
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
民
が
政
治
に
後
ろ
向
き
な
姿
勢
を
見
せ
る
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
政
治
的
権
利
に

対
す
る
不
満
で
あ
る
。
大
多
数
（
七
四
・
一
％
）
の
人
は
、
自
分
の
選
挙
権
に
「
非
常
に
満
足
」（
二
二
・
六
％
）

ま
た
は
「
部
分
的
に
満
足
」（
五
一
・
五
％
）
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
国
民
の
多
く
は
そ
の
権
利
を
行

使
で
き
る
環
境
を
求
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
回
答
者
の
過
半
数
は
、
デ
モ
な
ど
を
行
う
権
利
の
制
限

に
つ
い
て
「
部
分
的
に
不
満
」（
三
一
・
五
％
）
も
し
く
は
「
非
常
に
不
満
」（
三
一
・
四
％
）
と
答
え
た
。
同
じ



く
、
回
答
者
の
過
半
数
が
、
政
府
機
関
に
関
す
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、「
部
分
的
に
不
満
」

（
三
○
・
八
％
）
も
し
く
は
「
非
常
に
不
満
」（
二
三
・
八
％
）
で
あ
る
。
ま
た
、
政
府
を
批
判
す
る
権
利
（
六

八
・
一
％
）
や
、
言
論
の
自
由
（
六
三
・
二
％
）
に
つ
い
て
も
、「
部
分
的
に
不
満
」「
非
常
に
不
満
」
と
回
答

す
る
割
合
が
過
半
数
に
上
っ
て
い
る
。

以
上
の
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
人
々
は
自
分
の
意
思
表
明
の
方
法
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
不

満
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
彼
ら
は
そ
の
よ
う
な
政
権
の
も
と
で
デ
モ
な
ど
へ
参
加
す
る
こ
と

が
結
果
と
し
て
裏
目
に
出
る
こ
と
も
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
デ
モ
を
行
え
な
い
こ
と

に
不
満
を
感
じ
る
一
方
、
実
際
に
デ
モ
へ
参
加
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
多

少
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
矛
盾
こ
そ
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
の
自
由
な
発

言
や
政
治
参
加
へ
の
理
想
と
、
厳
し
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
社
会
に
お
け
る
感
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
政
府
の
具
体
的
な
政
策
に
対
す
る
評
価
が
、
よ
り
広
い
意
味
で
の
政
治
意
識
に
影
響
を
与
え

て
い
る
。
例
え
ば
、「
政
府
高
官
は
一
般
国
民
が
何
を
考
え
て
い
る
か
関
心
を
も
た
な
い
」
と
い
う
考
え
方

に
は
、
二
五
・
一
％
が
「
強
く
賛
成
」、
四
八
・
八
％
が
「
部
分
的
に
賛
成
」
だ
と
答
え
た
。
ま
た
、「
た
ま

に
、
政
界
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に
、
回
答
者
の
一
五
・

八
％
が
「
強
く
賛
成
」、
四
六
・
五
％
が
「
部
分
的
に
賛
成
」
と
答
え
た
。
こ
の
よ
う
な
国
民
の
政
治
に
対
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す
る
姿
勢
は
、
彼
ら
が
政
治
や
政
府
の
政
策
決
定
過
程
が
国
民
の
声
を
反
映
し
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い

る
表
れ
だ
と
言
え
る
。

他
方
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
民
自
身
も
ま
た
、
そ
の
大
半
は
ソ
連
時
代
の
「
国
頼
み
」
の
考
え
方
を
依

然
と
し
て
も
っ
て
お
り
、
自
分
た
ち
で
率
先
し
て
何
か
を
や
ろ
う
と
い
う
意
識
は
育
っ
て
い
な
い
。
例
え

ば
、
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
問
う
と
、
回
答
者
の
半
数
以
上
（
五
六
・
五
％
）
が
政
府
あ
て
の
嘆
願
書
に

署
名
す
る
こ
と
に
は
同
意
し
た
も
の
の
、
合
法
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
五
・
三
％

と
五
六
％
が
「
絶
対
に
参
加
し
な
い
」
と
答
え
た
。
人
々
は
政
治
活
動
に
リ
ス
ク
を
感
じ
て
お
り
、
可
能

な
限
り
そ
れ
と
は
距
離
を
お
い
て
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
半
の
国
民
は
、
変
化
を

起
こ
さ
せ
る
た
め
に
行
動
す
る
よ
り
も
、
政
府
が
何
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

3

国
民
の
政
府
に
対
す
る
期
待

政
府
へ
の
期
待
は
特
に
二
つ
の
分
野
で
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
法
の
支
配
の
徹
底
と
経
済
問
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題
の
解
決
で
あ
る
。
目
下
の
最
重
要
課
題
は
何
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
回
答
者
の
四
五
・
○
％
が

「
秩
序
維
持
」
を
、
二
番
目
に
重
要
な
課
題
と
し
て
は
、
三
五
・
九
％
が
「
物
価
上
昇
の
抑
制
」
を
挙
げ
、

「
秩
序
の
維
持
」（
二
一
・
九
％
）、「
言
論
の
自
由
の
確
保
」（
一
九
・
八
％
）、「
人
々
の
声
を
政
府
の
政
策
決
定

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
」（
一
九
・
一
％
）
な
ど
が
続
い
た
（
デ
ー
タ
は
二
○
○
五
年
）。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
人
々
は
、
秩
序
維
持
と
経
済
問
題
に
非
常
に
敏
感
に
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
拡
大
し
つ
つ
あ
る
経
済
格
差
を
縮
小
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

大
多
数
の
人
が
「
た
と
え
経
済
が
低
迷
し
て
も
、
人
々
の
経
済
状
況
に
差
が
な
い
方
が
良
い
」
と
い
う
考

え
方
に
賛
成
し
て
い
る
（「
強
く
賛
成
」
が
二
○
・
四
％
、「
賛
成
」
が
五
二
・
五
％
）。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
は
、

ソ
連
時
代
の
教
育
や
、
社
会
主
義
政
権
下
で
平
等
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
こ
の
調
査
結
果
は
、
独
立
後
の
十
五
年
間
で
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
経

済
・
社
会
的
不
平
等
に
対
す
る
、
人
々
の
否
定
的
態
度
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、「
た

く
さ
ん
働
く
人
が
た
く
さ
ん
の
給
料
を
も
ら
う
」
と
い
う
考
え
方
に
「
強
く
賛
成
」（
三
四
・
六
％
）
ま
た
は

「
賛
成
」（
三
七
・
四
％
）
す
る
人
も
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
、
人
々
は
一
方
で
は
国
の
経
済
政
策
に
平
等
さ

を
求
め
る
が
、
他
方
で
は
市
場
経
済
の
原
則
が
生
活
に
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
望
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。



ま
た
多
く
の
人
は
、
政
府
が
医
療
、
教
育
、
年
金
、
失
業
手
当
と
い
う
形
で
国
民
の
生
活
を
保
障
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
回
答
も
独
立
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
厳
し
い
経
済
・
社
会
的
状

況
を
物
語
っ
て
い
る
。
人
々
は
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け
る
政
府
の
機
能
不
足
に
不
満
を
表
し
た
と
も
解
釈

で
き
よ
う
。
今
ま
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
が
イ
ン
フ
ラ
や
文
化
的
発
展
の
た
め
に
行
っ
た
支
出
は
、
国

民
の
間
で
一
定
の
支
持
を
得
て
い
る
が
、
そ
の
重
要
性
は
人
々
の
収
入
の
拡
大
と
い
う
課
題
に
次
ぐ
も
の

で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
政
治
シ
ス
テ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

特
に
深
刻
な
の
は
、
q
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
の
政
策
決
定
の
弊
害
、
w
政
府
の
機
能
不
足
と
、
そ
の
結
果

起
こ
る
e
人
々
の
政
治
不
信
お
よ
び
政
治
離
れ
で
あ
る
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
、
お
お
む
ね
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
の
政
策
決
定
を
行
っ
て
い
る
。
大
統
領
府
と

政
府
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
制
度
は
、
政
府
の
意
向
を
地
方
レ
ベ
ル
で
き
ち
ん
と
反
映
さ
せ
、
地
方

が
独
自
の
判
断
で
大
統
領
・
政
府
の
指
令
な
ど
に
背
く
事
態
を
防
ぐ
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
多

く
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
統
治
の
あ
り
方
は
国
民
の
政
治
参
加
を
阻
ん
で
し
ま
う
。
す
で
に
述
べ
た
と
お

り
、
人
々
は
自
分
が
政
治
に
参
加
で
き
な
い
、
も
し
く
は
政
治
家
の
決
断
に
影
響
を
及
ぼ
せ
な
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
国
民
の
意
欲
喪
失
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
、
現
在
ま
で
、
強
い
行
政
権
が
代
表
す
る
強
い
開
発
志
向
国
家
は
、
高
い
経

済
成
長
と
民
主
的
改
革
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
き
た
。
こ
れ
は
開
発
独
裁
モ
デ
ル
に
も

似
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
民
の
信
頼
は
低
下
し
て
い
る
。
独
立
直
後
の
混
乱
の

中
で
は
、
国
内
の
不
安
定
化
や
内
戦
な
ど
を
恐
れ
、
そ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
支
持
し
た
人
も
多
く
見
ら
れ

た
。
し
か
し
、
独
立
後
、
政
府
に
与
え
ら
れ
た
人
々
の
信
頼
の
蓄
え
が
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果
が
物
語
っ
て
い
る
。
政
府
に
よ
る
経
済
改
革
の
失
敗
に
対
し
、
人
々
が
ま
す
ま
す

忍
耐
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
人
々
の
幅
広
い
政
治
参
加
、
民
主
的
選
挙
、
個
人
の
人
権
強
化
、
政

治
腐
敗
の
撲
滅
を
支
持
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
国
内
の
幅
広
い
民
主
化
に
対
す
る
支
持
は
、
高
度
経
済

成
長
を
実
現
す
る
可
能
性
を
も
つ
、
よ
り
開
か
れ
た
経
済
政
策
を
、
人
々
が
迷
い
な
が
ら
も
望
ん
で
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
発
展
と
民
主
化
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
世
論
の
変
化
は
、
独
立
し
て
か
ら
十
六
年

の
間
、
経
済
改
革
が
高
収
入
も
雇
用
機
会
も
あ
ま
り
生
み
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
現
在
に
至
る
過
程

が
あ
る
程
度
説
明
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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